


発
掘
調
査

当
時
教
育
界
に
は
白
山
の
気
が
み
な
ぎ
り
、
こ

と
に
新
制
中
学
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
地
域
文
化
向
上
の
た

め
な
ら
、
ま
た
考
古
学
と
い
う
こ
と
な
ら
、
と
い

う
こ
と
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
、
調
査
の
話
し
は
ト

ン
ト
ン
拍

子
に
す
す
み
ま
し
た
。

調
査
は
二
月
十
五
、
十
六
の
両
日
、
兵
庫
県
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
文
化
係
長
　
島
田
　
一個
、

大
阪
市
立
大
学
歴
史
学
教
室
　
直
木

・
藤
原
、
大

阪
市
立
医
大
解
剖
学
教
室
　
寺
門
　
各
氏
の
立
会

指
導
の
も
と
に
、
広
嶺
中
郷
上
研
究
ク
ラ
ブ
員
が

作
業
に
あ
た
り
ま
し
た
。
戦
後
、
姫
路
市
内
に
お

け
る
発
掘
調
査
の
最
初
の
も
の
で
し
た
。

古
墳
の
構
造

尾
根
に
築
か
れ
た
円
墳
だ

っ
た
よ
う
で
す
。
盛

り
上
は
流
れ
て
し
ま

っ
て
誰
も
古
墳
だ
と
気
づ
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
埋
葬
部
は
図
の
よ
う
に
石
を
組

ん
だ
箱
式
柑
で
す
。
図
を
説
明
す
る
と
、
割
り
石

を
縦
に
並
べ
て
枠
を

つ
く
り
、
そ
の
上
に
フ
タ
石

を
四
枚
、
そ
の
上
に
継
ぎ
日
を
お
お
う
よ
う
に
三

枚
、
そ
の
上
に
二
枚
を

の
せ
、
二
重
に
し
て
い
ま

す
。
図
が
複
雑
で
あ
る
の
は
そ
の
た
め
で
す
。
も

と
は
全
体
二
重
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、

い
つ
の

こ
ろ
か
右
半
分
が
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。

棺

の
内
側
は
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
朱
が

つ
い
て

い
ま
す
。
底
は
粘
上
。
菱
形
の
割
り
石
の
石
枕
も

あ
り
ま
し
た
。

副
葬
品

鏡
　
径
七

・
五
一
ン、
厚
さ

一　
‐，ミ
、
青
銅
製
、
国
産

品
。
全
面
に
銹
が
あ
る
の
で
文
様
が
は

っ
き
り
し

な
い
が
珠
文
が
多
数
あ
る
よ
う
で
、
中
ほ
ど
に
櫛

歯
文
を
め
ぐ
ら
し
て
い
ま
す
。

芝崎山一号墳副葬の鏡

一

タ

0     2     4      6      8     10Cm

芝崎山一号墳副葬品

|メ|の九iは錫k ド2本は貪1
中央はノJf(と うす)の破片 イ「は斧
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「
Ｖ
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こ
わ
れ
て
い
た
　
東
光
寺
山
霊
苑
の
山
頂
付
近
で

東
光
寺
山
古
墳
　
昭
和
二
十
六
年
発
見
。
芝
崎
山

一
号
墳
と
同
じ
箱
式
棺
で
し
た
が
半
ば
こ
わ
れ
、

副
葬
品
は
何

一
つ
み
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
後

世
、
こ
の
山
に
墓
が
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た

と
き
こ
わ
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

く
八
代
山
古
墳
群
の
発
掘
（昭
四
上
、
一
Ｃ，
）

調
査
地
域
の
全
景

む
こ
う
の
山
上
に
行
者
堂
が
あ
る
。

八
代
山
古
墳
群
　
調
査
は
昭
和
四
十
五
年
か
ら
翌

の
発
掘
調
査
　
　
年
に
か
け
て
兵
庫
県
教
育
委
員

会
が
行
い
ま
し
た
。
ミ
ノ
峠
の
西
の
尾
根
に
あ

っ

た
四
基
の
古
墳
で
す
。
次
の
ペ
ー
ジ
の
遺
物
が
そ

れ
ま
で
に
発
見
さ
れ
、
古
墳
の
あ
る
こ
と
が
分
か

っ
て
い
た
こ
と
、
土
地
買
収
を
し
て
い
た
業
者
に

地
主
か
ら
も
、
古
墳
が
あ
り
調
査
の
必
要
を
伝
え

て
い
た
の
で
、
業
者
も
す
す
ん
で
そ
の
筋

へ
届
け

た
の
で
し
ょ
う
、
そ
れ
で
開
発
に
さ
き
だ
ち
調
査

が
行
わ
れ
た
の
で
す
。
七
号
墳
は
調
査
中
に
荒
ら

さ
れ
た
の
で
、
く
わ
し
い
こ
と
が
分
か
ら
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
他
は
本
の
棺
を
埋
め
た

だ
け
の
本
棺
直
葬
、
し
か
も
ど
の
古
墳
も
副
葬
品

は
少
な
く
、
当
時
は
珍
し
い
古
墳
だ
と
い
っ
て
い

ま
し
た
。

八
代
山
古
墳
群
　
昭
和
四
十
五
年
ご
ろ
は
、
遺
跡

の
見
学
会
　
　
　
の
保
存
と

い
う
考
え
は
ま
だ
薄

か

っ
た
の
で
、　
マ
ス
コ
ミ
も
そ
れ
を
よ
く
と
り
あ

げ
て
い
ま
し
た
。
民
間
で
も
心
あ
る
人
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
方
法
で
文
化
財

の
愛
護
を
訴
え
て
い
ま
す
。

次
に
そ
の

一
つ
二

つ
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

ミ
ノ
峠

八
代
緑

ヶ
丘
町
か
ら
梅

ヶ
谷
町

へ
越
す
峠

〔
―

声｀
≧も
、

東光寺山古墳箱式棺

箱 も
｀
r分こわれ、フタィiも 全部ない

(増 |ll重信氏提供 )
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し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
文
化
財
意
識
を
高

め
る
市
民
運
動
に
乗
り
だ
し
た
。

こ
の
日
、
見
学
会
の
対
象
に
選
ん
だ
八
代
山
古

墳
群
は
五
世
紀
の
も
の
と
推
定
さ
れ
、
宅
地
造
成

が
進
み
、
姫
路
市
教
委
は
現
状
保
存
を
あ
き
ら
め

記
録
保
存
に
決
定
、
破
壊
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

見
学
会
に
は
市
内
の
考
古
学
グ
ル
ー
プ
の
高
校

生
や

一
般
市
民
、
お
年
寄
り
も
加
わ
り
中
村
さ
ん

ら
が
刷

っ
た
案
内
書
を
片
手
に
、
現
地
の
技
師
か

ら
古
墳
の
成
立
年
代
、
出
土
品
な
ど
に
つ
い
て
説

明
を
聞
い
た
が
、
消
え
る
文
化
財
を
情
し
む
声
も

強
か
っ
た
。

ま
た
前
日
、
盗
掘
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
発
見
さ

れ
た
六
号
墳
で
は

「文
化
財
に
対
す
る
市
民
の
意

識
が
ま
だ
ま
だ
低
い
こ
と
を
物
語
る
悲
し
い
結
果

だ
」

「市
民
の
意
識
が
低
い
の
は
、
神
話
教
育
に

熱
を
入
れ
て
も
、
真
の
考
古
学
教
育
を
お
ろ
そ
か

に
し
て
き
た
行
政
の
責
任
で
は
な
い
の
か
」
な
ど

真
剣
に
話
し
合
う
市
民
も
あ

っ
た
。

二
、
毎
日
新
聞

古
墳
ま
た
盗
掘
輔
藪

盗
掘
さ
れ
側
壁
を
荒
ら
さ
れ
た
人
代
六
号
古
機

は

，
門
家
ｔ
は
な
い
ゃ
内
品
も

か
な
り

筑

‐‐，
こ
ノ
ヽ
卜
一・資
■

ン
つ
こ
こ
ろ
嶽

一
∵

い
も
，
、
■
●
■

か
０

ま
れ

た
●
か
ど

・つ
か
、
バ

¨
ぶ
り
わ
か

い
な
い
」
、

中

っ
∵
い
る

ぃ

■
共
委
は
日
円
性
の

一
部
に
島
Ｉ
練

ム
柱
も

一
苺

か
か
っ
て
い
る
の
で
、
関

電
側
に
は
■
■
，
る
こ

‐ヽ
ｔ
一凛
４
い
を

つ
け
た
が
、
昨
年
に
も
古
■
，
で
Ｌ
理

か
ｔ
き
、
貴
二
な
革
券
品
も
薇
ま
れ
て

い
る
０
で

一
人
化
麟
■
こ
わ
す
の
は
簡

単
だ
か
、
■
，
は
■
す

か
し
い
。
市
民

み
ん
な
て

大
切
に
し
ま
し

ご
つ
」

・‥
―‥‥
呼

ひ

か
０
、
占
ｔ
駐
ヽ
も
懺
化
す
小
。

古
墳

の
所
在
地
を
八
代
山
、

八
代
宮
山
と
報
通
し
て
あ

る
が
、
「
か
や
が
谷
山
」
が

ｌｌｉ
し

い
。

『颯
」・い一̈一一

］わが岬経鏡椰に馴呻哺］「］】一

一一一一『一一一［一一一̈̈一一
一一

懸1鷲
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一
、
島
田
　
清
氏
の
採
集
　
姫
路
師
範
学
校
校
友
会
誌

『断
金
二
九
』

勾
玉
　
淡
緑
色

ロ
ウ
石
製

（東
光
寺
山
で
）

一不

二
、
広
嶺
中
学
校
郷
土
研
究
ク
ラ
ブ
採
集

２
崎
山
Ｅ

円
筒

ハ
ニ
ワ
列

ハ
ニ
ワ
の
径

一
八

ｃｍ
　

ハ
ニ
ワ
の
間
隔
八
〇

ｃｍ

十
●

′
小

提
瓶

（以
上
　
芝
崎
山
で
）

形象ハニワ片

破片が小さいので元の形が分かりにくい。

ノl:は 人物ハニワの手脚 中上はキヌガサ
I11ドは盾 (た て) 右はカブ トか

はそう  イ夏,こ iお さ9.5cm
よくIJ:き しまっている
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２７７

「

川

四
、
深
田
遺
跡
予
備
調
査
に
よ
る
出
土
品

（元
姫
高
体
育
館
建
ユ誤
予
定
地
で
）
姫
路
市
教
育
委
員
会
発
行

『
八
代
深
田
遺
跡
』

〕r
285

―ィ

0                           10                         20Cm

Ｋ

劉

＼
≫

／

土師器 (276～ 287)黄色のやわらかい焼の土器

須恵器 (288～ 291)瓦のような焼の土器

共に古墳時代のうちでも古いもの
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八代での考古資料発見年表

年  月 日

明治

大 i[～昭和初

‖召3.2 .28

3.3～ 5

20年代

24

26. 2 .11

26.2

26. 3

26. 6.8

26.12

30ごろ

32.8

33. 2

33ごろ

34. 3.4

34. 5.24

34ごろ

35. 5. 1

36.8

40.3.24

46. 2

50.9～ 10

52. 5

56.3～ 7

年 月不詳

考古資料

古家 1

磨製石斧

ハニワ片

縄文・布目瓦

ロウ石製勾玉など

弥生片 。須恵片

須恵壺・高l不

鏡・尖1な ど

剣・ タガネ

ハニワ片など

打製石斧

箱式棺

尖頭器

弥生土l=局
‐

弥生Jl器片

弥生・石鏃など

甕 。高鏃など

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃 2本

弥生土器片

弥生・須恵片

石 f族

弥生土器

弥生土器

古墳群の発掘

弥生 。須恵など

弥生土器片

壺棺・甕棺など

器台

文献

摂播 :1「墳所在表

播磨同石器時代地名表

播磨郷 t文化 7

断金29

断金29

八代のしらべ

広嶺中郷上研究部報告

播磨郷土文化 7

姫路 ::「代誌

姫路古代誌 2

播磨郷土文化 7

姫路古代誌 7

姫路占代誌 6

八代深円遺跡

八代深出遺跡

姫路古代誌 2

姫路占代誌 2

姫路 :i「代誌 4

姫路占代誌 5

姫路古代誌 3

姫路古代誌 6

本誌 P38

姫路 :if代誌 4

姫路古代誌 6

八代深田遺跡

富士才弥′li式上器

包蔵地調査報 Fi

八代深田遺跡

八代深田遺 ll・

神戸新聞56.5.12

有年考古館蔵品 H録

ところ       発見者

八代村        滑川友市

御茶屋389の道で   小西孝四郎
芝崎山       小西孝四郎

東光寺山      島‖1 清

芝崎山        島‖1 清

宮跡 132・ 133・ 135  飯塚重二

ミノ峠付近      尾_11正名
芝崎山一号墳    岡村一輝
芝崎山二号墳     (盗 掘 )

芝崎山       広嶺中学

行者堂付近      下村唯雄

東光寺山山頂付近   増田通信
八代山       斉藤信夫

姫高生物教室前   松岡秀樹
城乾幼の東の道    松本正信

木村病院建設場    中浜哲郎
八代山中腹     加藤史郎
大歳神社の東    加藤史郎

東光寺山山項    加藤史郎

行者堂北西     加藤史郎
芝崎山南麓     松本止信

富士才 。船場川ぞい  月=ll 誠

西高地下 lm    加藤史郎
芝崎山南斜面    加藤史郎

姫高体育館予定地   松本正信

富士才7339     村‖1托美

カヤガ谷山     県教委
城乾中校合予定地   市教委
南八代町北部    市教委
城乾幼・小予定地   市教委
八代山       松岡秀夫

―

                                                ―
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※この年表にはおもなものだけをあげた
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